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論文内容の要旨
近年、親交のない人間または人間集団が、情報技術に支えられたサイバーネットワークを介してコミュニケーショ
ンすることが可能になり、多様な人間関係が生じるようになってきた。しかし、この新しく生じる個々の人間関係が
すべて良好であるとは限らない。そこで、より多くの人聞が豊かで持続的に共生可能なネットワーク社会を実現でき
るコミュニケーション環境、すなわち、ネットワーク共生環境におけるコミュニケーションをより充実させるための
環境整備が必要であり、相互理解や相手との共通基盤形成を支援するコミュニケーション支援技術の確立が重要な課
題となる。
そこで本論文では、ネットワーク共生環境におけるコミュニケーション支援について検討を行い、より快適に相手
と親交を深めることができるコミュニケーション支援手法を提案した。
本論文は、上記の研究成果をまとめた全 5 章で構成される。まず、第 1 章では、本研究の背景とコミュニケーショ
ンシステムの概要について述べた。
第 2 章では、テキストのみで会話されるチャットの乏しい環境を改善することを目的として、チャットログに対し
て動的に wwwへのリンクを張る LinkChat を提案した。 LinkChat は、ユーザが会話に関連する画像や WEB ペー
ジなどの付加的な情報を参照し、相手とその情報を共有しながらコミュニケーションすることを可能とする。このシ
ステムを実装し、評価した結果を述べた。
次に、第 3 章では、仮想空間内でコミュニケーションする人々を支援する空間移動型のコミュニケーションシステ
ムを提案した。このシステムは、参加者の会話をリアルタイムに解析し、その会話内容に関連する仮想空間を参加者
に提示する。参加者は提示された空間に移動し、会話内容に関連する空間を相手と共有しながら会話を進行すること
ができる。このシステムを実装し、評価した結果を述べた。
さらに、第 4 章では、ネットワーク共生環境で参加者の分身となるアバタを魅力的に表現することを目的として、
アパタの瞬目を制御できる瞬目制御システムを構築した。また実験を通して、これまで、の心理学的知見をアパタに導
入できるかどうかを検討し、魅力的なアパタの生成について述べた。
最後に、第 5 章では、本研究で得られた成果を結論として要約し、今後の研究課題を述べた。
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論文審査の結果の要旨
近年、親交のない人間または人間集団が、情報技術に支えられたサイバーネットワークを介してコミュニケーショ
ンすることが可能になり、多様な人間関係が生じるようになってきた。しかし、この新しく生じる個々の人間関係が
すべて良好であるとは限らない。そこで、より多くの人聞が豊かで持続的に共生可能なネットワーク社会を実現でき
るコミュニケーション環境、すなわち、ネットワーク共生環境におけるコミュニケーションをより充実させるための
環境整備が必要であり、相互理解や相手との共通基盤形成を支援するコミュニケーション支援技術の確立が重要な課
題となる。本論文は、ネットワーク共生環境におけるコミュニケーション支援に関する研究成果をまとめたものであ
る。その主要な成果を要約すると次の通りである。
(1) テキストのみで会話が行われるため会話を発展させることが困難なチャットの環境を、ユーザが会話に関連する
www の付加的な情報を参照し、相手とその情報を共有しながら会話ができる環境に改善するシステムを提案し、
評価している。
(2) 仮想空間内でのコミュニケーションを支援する手法として、ユーザ、の会話を解析し、ユーザを会話内容に関連す
る空間に移動させることで、会話のイメージを共有させ、その場所から得られる情報を利用することで、話題の
生成や会話を促進する手法を提案し、評価している。
(3) 仮想空間内でユーザの分身として利用されるアパタを、瞬目の心理学的知見を用いて魅力的に表現し印象形成を
支援する手法を提案している。評価実験により、人が人間と CG モデ、ルの瞬目を同等に扱うことを明らかにし、
魅力的なアバタを生成する方法について議論している。
以上のように、本論文はネットワーク共生環境におけるコミュニケーション支援に関して重要な成果を挙げた先駆
的研究として、情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるも
のと認める。
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